
第３期雲南市観光振興計画に対する 

パブリック・コメント（意見募集）の結果及び 

意見・提案に対する市の考え方について 

 

・公表した資料  第３期雲南市観光振興計画 

・意見募集期間  令和８年２月１８日～令和８年３月１８日 

・資料等公表場所 市役所本庁舎４F産業観光部、コトリエット内「うんなん観光案

内所、各総合センター、雲南市ホームページ 

・意見提出人数  ２人 

・意見提出件数  ２４件 

・お寄せいただいたご意見・ご提案と市の考え方 

№ 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

１ 前回計画の達成度を数字で評価されている点はすばらし

い。今後も継続して行ってほしい。 

ご意見ありがとうございます。 

２ 目標未達の理由として、内部的な要因の分析をしっかり

行ってほしい。観光に関わる事業者や一般市民を巻き込

むための啓発・話し合いを通じて政策の浸透がどこまで

進んだ結果として前回計画の達成度があるのか示してほ

しい。 

観光に関わる事業者の皆さんには、

主に雲南市観光協会が実施する施策

を通じて関わっていただきました。

一方で、市民の皆さんに対する広

報・啓発活動が不十分だったため、

市民を巻き込んだ施策展開に至らず

達成度に影響していると考えます。 

３ 総括の中に「SNS によるきめ細やかな情報発信を継続」

とあるが、HPアクセス数の目標値未達や日帰り客の満足

度の低さについて情報発信に関する原因が挙げられてい

る。総括に情報発信に関する課題について指摘があるべ

きではないか。 

総括（計画 17ページ）に追加記載を

行いました。 

４ 「観光まちづくり」を掲げるのであれば、広く市内事業

者・団体・市民と共に創っていく姿勢が重要と考える。

情報収集だけにとどまらず、しっかりと共創する姿勢と

そのための施策が必要ではないかと思う。 

第３期計画の重点項目（６）施設の

魅力化と受け入れ体制の整備の成果

指標に「市民や学校での普及啓発実

施件数」を掲げました。前計画の反

省を踏まえ、「えすこ会議」などの場

も利用しながら意見交換をしていき

たいと考えます。 

５ 市内でさまざまな情報発信がバラバラに行われている。

どのように戦略的に情報を発信していくか、そのために

関連するプレーヤーの連携を取っていくのか具体的な施

策をお願いします。情報発信を担うさまざまなプレー

ヤーが連携できるような枠組みの整備やその前提となる

交流が必須と考える。 

情報発信に関わる人たちが交流し、

情報交換できる場を増やしていける

よう取り組みを進めて参ります。 

６ 観光の形がいろいろあり、関係人口の増加に向けた施策

がさまざまな分野で進む中で、関係人口に関連する市役

所内の他部署との連携をどのように行い、成果につなげ

ていく考えなのか、教えてほしい。 

庁内及び地域連携は「えすこ会議」

や庁内プロジェクトチーム会議を通

じて推進します。 

７ 第３期観光振興計画案において観光を単なる集客ではな

く、観光消費が市内経済循環を促していくことをめざし

ている点は人口減少が進む中山間地域の観光政策として

筋が通っています。計画が有名観光地型の大量集客では

なく、受け入れ可能規模を考慮しながら、雲南市の伝統

ご意見、ご賛同いただきありがとう

ございます。 



文化や暮らしの魅力を味わうことのできる体験コンテン

ツの開発を重視している視点は今後も計画全体の軸とし

て堅持されるべきです。 

９ ・日帰り客を滞在客へ転換する具体策、松江・出雲との

“ついで立ち寄り”を“目的地化”へ変える具体策を、

もっと明確に書き込むべきです。 

 

・観光を「来てもらうための仕掛け」としてだけではな

く、「地域が自らの価値を見つめ直し、次世代へ受け継

いでいく営み」として位置付ける視点を、今後さらに強

めていただきたいです。 

貴重なご意見として参考にさせてい

ただき、今後の個別の取り組みを進

めて参ります。 

10 【観光人材の確保・養成】 

・観光ガイド養成の方法、報酬や謝礼の考え方、若年層

の参入促進、地域自主組織や学校との連携など、人材確

保策をより具体的に明示すべき。 

 

・観光ガイドの担い手が減少しているのに、今後ガイド実績

や登録者数を大きく伸ばす計画は実効性がありますか。 

・貴重なご意見として参考にさせて

いただき、今後の個別の取り組みを

進めて参ります。 

 

 

・雲南市観光協会において観光ガイ

ドを起用したツアーの企画や旅行会

社への提案などを積極的に行い、実

際に観光ガイドが稼働する機会を増

やして実効性を高めていく考えで

す。 

11 【インバウンド受入】 

・外国人市内宿泊者数について現状値からみると非常に

大きな伸び幅であり、受け入れ基盤整備のスピードが伴

わなければ実現は困難です。目標設定自体を否定するも

のではありませんが国内観光とインバウンドの優先順

位、短期・中期・長期での段階的な到達イメージを、よ

り丁寧に示したほうが計画の説得力は高まると考えま

す。 

・インバウンド推進に必要な受け入れ環境整備は十分

か。宿泊・交通・ガイド・多言語対応の体制が現実的

か。 

 

 

 

 

 
・インバウンド誘客において、台湾などのつながりを活かした
プロモーションとは具体的にどのような取り組みですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・外国人宿泊者数を30人から9,306人へ増やす目標の実
現可能性をどう見ていますか。主なターゲット、誘客ルート、

・貴重なご意見として参考にさせて

いただき、今後の個別の取り組みを

進めて参ります。 

 

 

 

 

 

・R7 年度に宿泊施設が開業し、受け

入れ可能規模は増えましたが、交通

手段や観光ガイド、多言語対応は雲

南市内だけでは十分な体制とはいえ

ません。島根県や周辺自治体とも連

携しながら地域全体で受け入れられ

る環境整備を進めて参ります。 

 

・R5 年度に台湾の二林鎮と交流協定

を結んで以来、観光面だけでなく市

役所や教育機関の視察等で行き来す

る機会が増えました。実際に雲南市

にお越しいただいた皆様の満足度を

高める工夫を重ね、台湾国内で良質

な評判を増やし、さらなる誘客につ

なげる考えです。 

 

・宿泊者数は R7 年度に開業した宿泊

施設によって大きく受け入れ可能規



受入体制整備の具体策を示してください。  
 

 

 

 

 

 

 

 

・観光タクシー・レンタサイクル・シェアカーなど、インバウンド

向けの交通手段確保についてどのような取り組みが行われ

ていますか。 

模が増えています。また R8 年１月か

らは雲南市内のほとんどすべての宿

泊施設で観光動態調査にご協力いた

だけることとなり、調査の母数が増

えたことから、目標値も大きく伸ば

しています。主なターゲットや誘客

ルート、受け入れ態勢整備について

は前述したとおりです。 

 

・観光タクシーは雲南市観光協会が

市内の主な見どころをタクシーで巡

るプランを販売しています。また雲

南市観光協会においてレンタサイク

ルの取り扱いを行うとともに、ダイ

ハツと連携して木次駅前にシェア

カーを配置しています。ただ、イン

バウンド利用には至っておらず、今

後の課題として解決に向けて取り組

みます。 

12 【地域の持続可能性・経済循環】 

・市民、地域団体の自発的関与を重要な原動力と位置付

けるのであれば、地域ごとの負担の偏りや、観光への温

度差、担い手不足にどう向き合うのかを合わせて記述す

べきです。観光客満足度だけでなく、受け入れる地域側

の持続可能性を確認する視点が必要です。施策展開によ

る成果が地域住民の暮らしや地域経済にどのように還元

されたのか、また地域の負担や偏りが生じていないかと

いう観点も丁寧に検証していくことが必要です。 

・地域住民にとって負担だけが増えないか。地域住民の

負担が過大にならない仕組みがあるのか。 

 

 

・観光収益が地域に還元される仕組みがあるか。 

・観光政策が地域経済や定住施策とどうつながるか。 

・住民参加や地域還元の仕組みは具体的に何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ご意見ありがとうございます。地

域への負担が過大にならないよう、

配慮して取り組みを進めて参りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観光による地域への経済波及効果

は、宿泊費や体験・入場料金のよう

に直接的に生じる経済効果のほか、

飲食店で地域産品を食材としたメ

ニューを提供することや、市内でつ

くられた土産品を販売することなど

によって間接的に生じる経済効果も

あります。雲南市観光振興計画では

第１期計画から一貫して、一時的に

市内に滞在する人が使ったお金が市

内で循環しながら経済効果を生み出

していくことをめざしています。こ

のような経済効果が循環すること

で、市民の皆さんの安全安心な生活

環境の整備に寄与する取り組みを推

進します。 

 



・担い手不足や高齢化の中で、地域に無理をかけず持続

可能に進める実施体制はありますか。 

・里山資源の活用と保全のバランスをどう取るのか。里

山の環境や生活文化を観光活用することで、地域住民の

暮らしへの負担や資源の消耗が生じる懸念にどう対応し

ますか。 

 

・「多様な実践者」とは具体的にだれをさすのか。実際

の責任主体や調整役は誰になるのか。 
・「地域とつながる」とありますが、観光客と地域住民の関係
をどのような状態にしたいのですか。 
 
・「市民全体による観光案内の推進」とありますが、地域に負

担を押し付けないための支援策はありますか。 

・地域に過度な負担を強いることの

ないよう、旅行者と地域とのつなぎ

役として観光ガイドの存在を重視し

ています。 

 

 

 

・多様な実践者や観光客と地域住民

の関係については計画６ページに記

載しています。 

 

・地域に負担を押し付けないため

に、観光に直接関わる仕事をしてい

る雲南市観光協会や市役所が相談窓

口となり、サポートする体制づくり

を進めます。 

13 【進捗管理・公表】 

・進捗管理について、体制は示されていますが、市民か

ら見ると、実際にどの数値が、いつ、どのような形式で

公表されるのかがまだ見えにくいです。年１回の総括だ

けでなく、少なくとも主要 KPI について毎年度、できれ

ば中間段階でもわかりやすく公表し、未達の場合には理

由と改善策を明示する仕組みを設けていただきたい。毎

年度の検証結果や改善内容を分かりやすく公表し、市民

と共有することが、計画への信頼と参加意識の向上につ

ながると考えます。 

 
・各重点項目のKPIが達成されない場合、計画の見直しはど
のように行われますか。 

・ご意見ありがとうございます。毎

年、個別事業を含めて行政評価を行

い、結果を公表するとともに次年度

事業の検討材料としています。今

後、より分かりやすい方法でお知ら

せできるよう工夫を重ねてまいりま

す。 

 

 

 

 

・KPI が達成されない場合でも計画

の方針自体を見直す考えはありませ

ん。目標数値は感染症蔓延や国際情

勢の変動によって見直す可能性があ

ります。 

14 【本計画の重点】 

・雲南市として今後５年間で何を特に優先するのか、そ

の重点化の考え方がもう少し伝わると、計画の実効性が

より高まるのではないかと思います。強みとして伸ばす

分野、基盤整備として先に取り組む分野、将来に向けて

試行的に育てる分野など、施策間の関係性や段階性が見

えるようになると市民にも理解しやすく、関係者の連携

もしやすくなると考えます。 

 

・３つの基本方針の中で、第３期計画で特に重点を置くのは

どれですか。その理由は。 

・貴重なご意見として参考にさせて

いただき、今後の個別の取り組みを

進めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

・３つの基本方針のどれかに比重を

置くことは想定しておらず、バラン

スよく取り組むことで相乗効果を生

み、成果につなげることを考えてお

ります。 

15 【情報発信】 

・前計画で HPアクセス数の達成度が十分でなかったこ

とを踏まえると、SNS 運用体制、広告予算、更新頻度、

・ご意見ありがとうございます。 

 

 



効果検証の方法まで明記しなければ目標だけが先行して

実効性を欠く恐れがあります。 

 

・雲南市観光協会のホームページアクセス数を現状の約

38万 PVから 126万 PVへ、インスタグラム流入率を

0.6％から 10％へと大幅に伸ばすための戦略を教えてくだ

さい。  

・日帰り客の満足度が宿泊客に比べて低い理由として『ほか

に何があるのか分からない』という声がありますが、情報発

信の改善策は何ですか。 
・「旅行者視点に立ったきめ細やかな情報発信」とありますが
、現状で旅行者にとって足りない情報は何だと分析していま
すか。 
 

・情報発信は増やしても、実際の来訪や消費につながらなけ

れば意味が薄いですが、効果検証はどう行いますか。 

 

 

 

・現状、ホームページはユーザー１

人あたり年 2.6 回閲覧、インスタグ

ラムフォロワーは約 3,000 人です。

いずれも雲南市観光協会が運営して

います。インスタグラムを見た人が

ホームページで情報を掘り下げ、実

際に雲南市を周遊したいと思っても

らえるように、発信する媒体と掲載

内容の連動性や発信スキルの向上を

図り、目標達成をめざします。 

 

・情報発信による誘客効果の検証

は、インスタグラムの反応や実態調

査の結果を用いて行います。 

 

16 【前計画検証（目標値）】 
・前計画で観光入込客数・観光消費額ともに目標を下回った
主な要因は何ですか。また、それらの課題は第３期計画にど
のように反映されましたか。 
 
 
 
 
・前計画での外国人宿泊客数目標値が達成できなかった要
因は何ですか。 
 
・たたら関連施設の入込数は目標の150%を達成していま
す。この成果の要因をどのように分析していますか。 
 
 
 
 
 
 
 

・市内宿泊者数を 21,757人から 93,060人へ大幅に増

やす目標はかなり高いように見えます。前計画で宿泊客数

が目標の40.3％だったことを踏まえ、今回は何が変わるの

でしょうか。 

 

・日帰り客満足度が60％にとどまり、「他に何があるのか分

からない」という声があったとあります。この弱点を、次期計

画では何をいつまでに改善するのですか。最優先で改善す

べき点は何ですか。 

 
・前計画では観光消費額が31.5億円目標に対し24.1億円
で76.5％、HPアクセス数も90万PV目標に対し38.6万PV
でした。今回の新計画は何が違うから達成できるのですか。 
 

・前計画の目標を下回った要因は計

画 17ページにお示しています。これ

を踏まえ、外部要因や情勢によって

即時に大きな影響を受ける観光入込

客数を成果指標から外し、観光消費

額のみを指標として設定しました。 

 

・前述のとおりです。 

 

・たたら関連施設の入込数には、関

連施設の見学者数だけでなく、近代

たたらや小だたら体験などたたらの

エッセンスを実際に体験できるコン

テンツの参加者数も含めています。

関係事業者の皆さんによる積極的な

取り組みの成果だと認識していま

す。 

 

・11 番目のご意見のうち、４つめの

ご意見に対する答えとして前述した

とおりです。 

 

・観光に関する情報発信は主に雲南

市観光協会が担っています。旅行者

が求める情報を的確に発信できるよ

う情報収集力、発信スキルの向上に

努めてまいります。 

 

・観光推進の旗振り役となる雲南市

観光協会や市役所を中心に、地域へ

の働きかけ、地域内のネットワーク



 
 
 
 

・前計画では体験メニュー掲載数が30件目標に対し 17

件、新商品開発補助金活用も 20件目標に対し 7件でした

が、弱かった原因をどう総括していますか。 

づくりを推進し、目標達成をめざす

考えです。 

 

・関係者間の意思疎通が不十分だっ

たと認識しています。 

 

17 【満足度向上策】 

・日帰り客の満足度向上をより確実なものにするため、

観光誘導サインの整備、周遊モデルコースの充実、滞在

時間別の提案、道の駅と観光施設の連携など、来訪者が

次の行き先を選びやすい導線づくりをさらに強化しては

いかがでしょうか。 

 
・観光誘導サインや経路案内の整備は、来訪者視点でどこが
不足していると認識していますか。 

・貴重なご意見ありがとうございま

す。サイン整備については、平成 25

年 3 月の松江自動車道開通を踏ま

え、平成 26 年度に雲南市観光誘導サ

イン計画を策定して整備を進めまし

た。今後、来訪者へのアンケート調

査などによって状況を把握し、個別

の取り組みを進める中で検討して参

ります。 

 

18 【雲南の‘ほんもの’】 

・雲南の“ほんもの”とは具体的に何を指すのか。どの

資源を重点対象とするのですか。 

 

 

 

 

 

・雲南らしさを市内外にどうわかりやすく発信するの

か。ブランド力向上を何で測るのかがあいまいにならな

いか。誰がその価値を判断するのか。 

 

 

 

 

 

 

・ほんものを生かすと言いながら、過度な商業化で地域

の魅力を損なう懸念にどう対応しますか。 

 

 

 

・神話やたたらなど雲南独自の資源を活用したブランド力向

上に向けて、具体的にどのような情報発信を行っていく予定

ですか。 

 

・「ほんもの体験」コンテンツの数を現状の１６件からR12 年

度 30件に増やすにあたり、どの地域・分野を優先的に開発

しますか。 

 
・観光ガイド、観光タクシー、レンタサイクル、シェアカーなど
の交通手段は、観光客に分かりやすく一体的に提供できる

・‘ほんもの’とは雲南市の歴史に裏

打ちされた伝統文化、技、食資源、

それらを受け継いでいる市民の皆さ

んと考えています。中でも、たたら

や出雲神楽にまつわる資源は観光客

の受け入れ基盤があることから、重

点として取り組みを進めます。 

 

・雲南らしさは雲南の‘ほんもの’

を通じて発信、体感してもらうもの

と認識しています。ブランド力はこ

れらを体験した人たちの満足度に表

れると考えます。価値は特定の人が

判断するものではなく、多様な主体

による評価の積み重ねによって形成

されていくと考えています。 

 

・雲南の‘ほんもの’の本質的価値

を損なわないことを前提に、適切な

ルール設定と関係者間の合意形成を

図ることで対応します。 

 

・基礎的情報を掲載するホームペー

ジのほか、SNS で旬の情報や訪問意

欲を高める情報を発信します。 

 

・地域や分野にこだわらず、観光客

の受け入れに前向きな事業者や団体

と連携しながら進めます。 

 

・いずれも雲南市観光協会が担って

います。観光客がより利用しやすく



のですか。  
 
 
 
・体験コンテンツ掲載数を16から30に増やすだけでなく、売
れるコンテンツにするための基準はありますか。 

なるよう情報発信や利用方法を工夫

します。 

 

・売れるコンテンツにするための一

律の基準はありませんが、体験者の

声をヒアリングし、その声を反映し

てコンテンツを磨き続けることが必

要と考えています。 

19 【地域資源を観光に活用して価値化する】 

・既存資源の磨き上げと新規開発の線引きはどうするの

か。 

 

 

 

・一過性のイベント型で終わらないか。 

 

 

・体験商品化や情報発信の具体策があるか。神話やたた

らをどのように観光商品や体験に結びつけるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
・食と食文化の活用では、市内産品を味わえる環境づくりを
進めるとありますが、飲食店側への支援は十分ですか。 
 
 

・新商品開発事業補助金の活用件数は前計画で低調でした

が、今回どう改善するのですか。 

・既存資源の磨き上げと新規開発の

区別にこだわらず、観光客の受け入

れに前向きな事業者や団体と共に地

域資源の付加価値化に取り組みま

す。 

 

・一過性で終わらないことを前提に

取り組みます。 

 

・体験商品化や情報発信は長期的な

試行錯誤が必要となります。さまざ

まな具体策を展開しながら磨き上げ

を続けます。出雲神楽鑑賞を通じて

旅行者には出雲神話の世界観を感じ

てもらうことができ、たたらは関連

施設の見学やたたらを実際に体験す

るコンテンツを通じて観光客に楽し

んでいただいています。 

 

・意欲的な飲食店への支援は補助制

度の紹介のほか、常に相談を受けら

れる体制を整えています。 

 

・新商品開発に限らず、長年愛され

ている雲南市産品・土産品こそ雲南

市の‘ほんもの’であることから、

KPI 自体を見直し、雲南市のふるさ

と納税返礼品の品数を通じて評価を

行う方法に改めます。（計画 11ペー

ジ） 

ふるさと納税の返礼品は雲南市内で

生産、加工、開発された産品（また

は関連サービス）であることが求め

られています。 

20 【計画の推進体制・進捗管理】 

・庁内連携や地域連携の体制があるか。 

 

・進捗管理はPDCAで行うとありますが、未達成の場合に

誰が見直しを提案し、どの時点で事業や指標を修正するの

か、責任分担を明確にできますか。 

 

・６番目のご意見の回答にて述べた

とおりです。 

 

・進捗管理は雲南市観光振興会議で

年１回、おおむね夏までに前年の振

り返りを行っています。また、指標

を修正する想定はありませんが、事



 

 

 

 
・この計画は総合計画や産業振興ビジョンとどう役割分担し
、どこで観光分野として独自性を出すのですか。 
 
 
 
 
・計画期間中に情勢が変わった場合、どの段階で誰が見直し
を行うのですか。  
 
 
 
 
 
・観光実態調査や観光動態調査の結果を、実際の施策変更
にどう結び付けるのですか。 
 
 
 
・マーケティング手法を整備するとありますが、具体的に誰が
分析し、どの会議体が意思決定するのですか。 
 
 
 
・観光振興会議と観光マーケティングチームは、単なる協議
の場ではなく、どこまで改善を実行できるのですか。 
 
・目標未達が続いた場合、事業の縮小・転換・中止まで含め
て見直す仕組みはありますか。 
 
・年間スケジュールでは評価・報告・提案が並んでいますが、
市民が結果を確認できる公開方法はどうなっていますか。 

業内容や目標値については行政評価

において庁内部局横断で見直し、点

検しています。 

 

・計画案４ページにお示ししたとお

りです。雲南市の観光施策の方針を

示す計画は雲南市観光振興計画以外

にはありません。 

 

・前述したとおりです。観光客への

アンケート調査結果などを踏まえた

改善策は観光マーケティングチーム

会議において議論し、必要に応じて

見直しを行っています。 

 

・各種調査結果を参考にしながら、

雲南市観光振興会議及び観光マーケ

ティングチーム会議で議論し、施策

展開を行います。 

 

・各種調査結果は市役所において分

析し、雲南市観光振興会議での議論

を踏まえて決定します。 

 

・前述のとおりです。 

 

 

・行政評価において随時見直しを行

います 

 

・行政評価の結果の公表として公開

しますが、より分かりやすい公開方

法について引き続き検討します。 

21 【成果指標】 

・成果指標が観光客数だけに偏っていないか。 

・成果指標を観光消費額ひとつに絞った理由は何ですか。入

込客数、宿泊者数、満足度などを主指標から外しても施策の

実効性を十分に検証できますか。 

 

 

 

 
・観光消費額を24.1億円から33.1億円まで伸ばす根拠は
何ですか。宿泊増と物価上昇を見込む推計ですが、どの要
素がどれだけ寄与する想定ですか。増加分は宿泊増・単価
増・周遊増のどれを主に見込んでいますか。 
 
 
 
 

・ご意見ありがとうございます。・入

込客数、宿泊者数は外部要因や国内

外の情勢によって即時に大きな影響

を受ける数値です。このため、観光

振興の成果指標から除外しました。

満足度は重点項目の指標として設定

し、基本事業の成果を検証して参り

ます。 

 

・観光消費額の増加は宿泊客数増加

を見込んだものです。R7年度中に開

業した宿泊施設と、観光動態調査に

協力いただける宿泊施設が増えたこ

とから大きく伸ばす目標としていま

す。 

 



・現状値から目標値までの達成に向けて、特に力を入れる施
策はどれですか。 
 
 
 

・観光消費額の推計において、宿泊と日帰りの比率を用いて

いますが、この比率を改善するための取り組みはあります

か。 

 

 
・体験メニュー掲載数や新商品開発補助金活用数は前計画
で伸び悩みました。今回は体験コンテンツ掲載30件、補助金
活用10件をどう達成するのですか。  
 

 

 

 

・観光消費額の推計は宿泊者数の増加や物価上昇率を考慮

するとありますが、想定が外れた場合の代替策はあります

か。 

 

・宿泊者数を 21,757人から 93,060 人へ伸ばすには、受

入施設・交通・商品造成が必要ですが、どこが最大のボトル

ネックですか。 

 
・宿泊客数は54,000人目標に対し21,757人にとどまりま
した。施設開業の遅れ以外に、需要創出策の弱さはなかった
のですか。 

 

・宿泊者数の増加につながるよう、

関係団体や近隣自治体との連携を強

化します。 

 

・雲南市内の滞在時間の延伸につな

がる体験コンテンツの充実など、泊

まってもらう仕掛けづくりに取り組

みます。 

 

・体験メニュー掲載数は雲南市観光

協会において取り組みます。また、

R7 年度をもって新商品開発補助金が

終了したため、今後は雲南市ふるさ

と納税の返礼品数を用いて検証して

参ります。 

 

・代替策ではなく、基本事業の検証

を行い、必要に応じて事業内容を見

直します。 

 

・前述したとおり、雲南市全体の宿

泊受入規模です。 

 

 

・前計画期間の約半分はコロナ禍で

市民の皆さんの安全安心な暮らしの

維持を最優先していました。このた

め、積極的な需要創出策は展開でき

ませんでした。 

22 【広域観光】 

・雲南市が広域観光の中で通過点ではなく滞在先として

どのような役割を担うのか。 

 

 

 

 
・広域観光を進める中で、雲南市は周辺自治体の通過点で
はなく、どのように「滞在地」になるのですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・広域観光における近隣市町との周遊策として、どのような

・雲南市は山陽・四国方面と、松

江・出雲・大田市・鳥取県大山方面

との中間地点に位置します。これら

知名度のある観光地を訪問する際に

憩いの時間を過ごせる場所として役

割を担います。 

 

・名所 100 選に選定されている桜や

滝、棚田をはじめ、地域に受け継が

れている伝統文化や食資源など魅力

的な観光素材がたくさんあります。

また、宿泊施設も増えたことから、

受入可能数も伸びました。前述のと

おり、さまざまな旅程の中で憩いの

場として雲南市内に滞在し、自然や

文化に触れながら癒しの時間を過ご

してもらえるような滞在地をめざし

ます。 

 

・広島空港や広島市内をしゅっぱつ



取り組みが計画されていますか。 し、三次市を経由して、雲南市、松

江市を周遊するコースは台湾の観光

客に高く評価されています。また、

フランスからの誘客に取り組む出雲

市が取り組むツアーでは広島市内と

出雲市を結ぶコースに、雲南市内の

たたら関連施設の見学を含め、高い

関心を得ていると聞いています。今

後もこのような近隣自治体との関係

性を維持、発展させ、安定的な集客

につながるよう取り組みを進めて参

ります。 

23 【道の駅】 

・道の駅売上額を5億 4,898万円から 8億 2,750万円

に伸ばす目標ですが、道の駅によってはピーク時から半減と

もあります。４駅一体で何を改善し、どこまで回復を見込ん

でいますか。 ４駅間の連携強化はどのように図りますか。 

 

 

 

 
・道の駅4駅を魅力発信拠点にするとありますが、それぞれ
の役割分担はどう考えていますか。 

 

 

 

・道の駅売上額を5億 4,898万円から 8億 2,750万円

へ伸ばすための具体策は何ですか。 

・市役所が旗振り役となって市内産

品を押し出した品揃えの強化やイベ

ント情報の交換など、連携強化に向

けた関係性づくりに取り組んでいま

す。また、雲南市観光協会が主導す

るツアー企画や旅行会社への提案に

より、雲南市への滞在・誘客・市内

周遊促進策を展開します。 

 

・４駅の役割分担は、令和５年度に

策定した「雲南市道の駅活性化ビ

ジョン」においてお示ししていま

す。 

 

・先述の道の駅の連携強化に向けた取

り組みをはじめ、道の駅の基本機能（休

憩、情報発信、地域連携）の充実、地域

産品の販売や地域の歴史文化を踏ま

えたイベントの開催支援などを通じて、

観光客だけでなく市民にも愛されるよ

う道の駅の魅力化を進め、観光消費、

経済効果の拡大をめざします。 

 

24 観光列車「あめつち」の観光振興や中活協が提言した木次
駅周辺再整備（再開発）事業、賑わい、活性化の現在の進捗
状況は？頓挫しましたか？県外客やインバウンド誘客になる
 駅前公園、駐車場 再整備（再開発）事業に着手し、取り組
んでもらいたい。24年9月6日新聞に掲載 

 

ご意見として受け止め、地元の意

見、動きを見ながら検討して参りま

す。 

 


